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講演内容

• スマートグリッドとEMC（電磁両立性）の関係

• IEC （国際電気標準会議） /SG3（スマートグ
リッド戦略グループ）の活動

• EMC規格を作成するTC77とCISPRにおける
スマートグリッドへの取り組み

• 2kHz~150kHzにおけるEMC問題

• 太陽光発電システムのエミッション規格

• 電気自動車の充電器に対するエミッション規格

• ワイヤレス電力伝送に対するエミッション規格
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地球温暖化を防止する有力な方法として, 太
陽光発電システムや風力発電システム等の
再生可能エネルギーの導入が世界中で積極
的に進められているが, これらの発電システ
ムは配電網に分散されており, かつ時間的な
変動が激しいため, これらの発電システムと
電力ユーザを効果的に制御し, 最適化できる
送配電網（スマートグリッド）

スマートグリッドとは？



EMC（電磁両立性）とは？

• EMC: ElectroMagnetic Compatibility：電磁両
立性

• ＪＩＳ定義：装置又はシステムの存在する環境に
おいて、許容できないような電磁妨害をどのよ
うなものに対しても与えず、かつ、その電磁環
境において満足に機能するための装置又はシ
ステムの能力

• 他に対して迷惑を与えず、かつ、他からの妨害
に対して影響されない能力 聖人のような
機器

• ＥＭＣはエミッション問題とイミュニティ問題に分
けられる



IECにおけるスマートグリッドとEMC関連組織
IEC（国際電気標準会議）

SMB（標準管理評議会）

スマートグリッド関連組織

SEG2(ｼｽﾃﾑ評価ｸﾞﾙｰﾌﾟ２)
2014年2月：改組

TC（専門委員会）

TC77（EMC）

SC77A （低周波EMC）

SC77B （高周波EMC）

SC77C（高電磁界過渡現象）

CISPR（国際無線障害特別委員会）

CISPR運営委員会

SC（小委員会）

SC-A（基本測定法）

SC-B（工業・科学・医療装置）

SyC on Smart Energy
(ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ委員会）
2014年6月：設立

SG3（戦略グループ３）
2008年11月：設立

ＡＣＥＣ（電磁両立性諮問委員会）

ＡＣＯＳ（安全性諮問委員会）

ＡＣＥＡ (環境諮問委員会）

SMB諮問委員会

ACEC(電磁両立性諮問委員会)

ACOS（安全性諮問委員会）

ACEA (環境諮問委員会）

ACTAD(送配電諮問委員会）

ACTEL(通信諮問委員会）



スマートグリッドに対するEMC関連の認定

全ての機器に対してEMCに関する規制が存在

日本ではエミッション規制は、ほぼ強制的

EMC関連試験所では、今までの認定申請範囲を
ほぼ活用することが可能

スマートグリッドを構成する機器にも同様なEMC規制が適用可能

重要な機器に対しては、エミッションばかりでなくイミュニティも
強制的な規制になる可能性あり

ただし、スマートグリッドに関連して新規のEMC規格

を作成しているため、それに対する対応も必要
【2-150kHzのEMC】【太陽光発電システム】

【電気自動車の充電器】【ワイヤレス電力伝送】
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IEC/SG３（スマートグリッド戦略グループ）

• 2008年11月のIEC（国際電気標準会議）/SMB（標準
管理評議会）サンパウロ会議：スマートグリッド関連の
機器及びシステムの相互運用性を確保するためのフ
レームワーク開発に対する一義的な責任を有する部門
としてSG3（戦略グループ3）の設置を決定

• 2010年6月にIECスマートグリッド標準化ロードマップ
（第1版）を作成

• IEC Smart Grid Standards Mapping Toolが2013
年10月にインドのニューデリーで開催されたIEC総会
でデモンストレーションを実施。IECのWEBにも掲載
http://smartgridstandardsmap.com/



IECロードマップ（第１版）におけるEMC事項
• IECスマートグリッド標準化ロードマップ（第1版）には

EMCに関連する記述が多数存在
• SC77Aが作成したIEC 61000-4-30（電力品質の測定

法）を重要な規格としてピックアップ、またIEC 61000-3-
8（低電圧電力設備における電力線搬送－エミッション
レベル、周波数帯域、電磁妨害レベル）も例示

• TC77が作成するイミュニティ共通規格とCISPR/SC-H
が作成するエミッション共通規格も例示

• 電気自動車や電力量メーター用電力線通信にために、
IEC 61000シリーズやCISPR11・CISPR22が重要

• IEC 61000-4-16（直流から150kHzまでの伝導コモン
モード妨害に対するイミュニティ試験）も重要

• 電力線のディファレンシャルモードとして存在する
150kHz以下の妨害波に対する機器のイミュニティ特性
が未検討のため、その規格を開発する必要性を指摘
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規格番号 規格名称

IEC 61000 all part

IEC/TR 61000-3-13 MV, HV及びEHV電力系統において不平衡設備を接
続する場合のエミッション限度値の評価

IEC/TR 61000-3-14 低電圧電力系統において妨害を発生する設備を接続
する場合のエミッション限度値の評価

IEC/TR 61000-3-15 低電圧電力系統の分散電源システムに対する低周波
エミッション・イミュニティ要求の評価

IEC/TR 61000-3-6 中圧・高圧電力系統に接続される機器に対する高調
波電流発生限度値の評価法

IEC/TR 61000-3-7 中圧・高圧電力系統に接続される機器に対する電圧
変化，電圧揺動及びフリッカの限度値の評価法

スマートグリッドマッピングツールのEMCで
引用されているIEC 61000関連規格（TC77)



規格番号 規格名称

EN 55022 情報技術装置からの妨害波の許容値と測定法

EN 55024 情報技術装置におけるイミュニティ特性の限度値と測定法

EN 55032 マルチメディア機器の妨害波

EN 550XX Series CISPR規格に対応する欧州規格シリーズ

EN 61000 Series IEC 61000規格に対応する欧州規格シリーズ

EN 61000-6-1 住宅、商業及び軽工業環境におけるイミュニティ

EN 61000-6-2 工業環境におけるイミュニティ

EN 61000-6-3 住宅、商業及び軽工業環境におけるエミッション

EN 61000-6-4 工業環境におけるエミッション

EN 61000-6-5 発電所・変電所環境におけるイミュニティ

スマートグリッドマッピングツールのEMCで
引用されているEN（欧州規格）



SG3（スマートグリッド戦略グループ）

SEG2（システム評価グループ）

SyC （システム委員会）へ
• 2013年6月に開催されたSMB会議で、システム委員

会（Systems Committee: SyC）設立するための
SEG (Systems Evaluation Group)2を設立

• 2014年2月のSMB会議でSEG2が提案した、電気ば
かりでなく熱・ガスも含めたスマートエネルギーに関す
る新規のシステム委員会SyCの設置を了承（SMB決
議149/5）。

• 新規SyCは、2014年3月にIEC総会文書として提案
（C/1840/DV）. 2014年6月にIEC総会文書として承認
（C/1845/RV）
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規格の種類 電磁現象 エミッション規格 イミュニティ規格

基本規格

低周波
（9kHz
以下）

SC77A SC77A
IEC 61000-4-7（電源高調波）

IEC 61000-4-15（電圧変動･ﾌﾘｯｶ）
IEC 61000-4-11（電圧ディップ）
IEC 61000-4-13（電源高調波）

高周波
（9kHz超）

CISPR/SC-A SC77B
CISPR 16-1-1（妨害波試験器）
CISPR 16-2-1（妨害波試験法）

IEC 61000-4-2（静電気放電）
IEC 61000-4-3（高周波電磁界）

共通規格 全周波数
CISPR/SC-H TC77

IEC 61000-6-3（住宅・商業等）
IEC 61000-6-4（工業）

IEC 61000-6-1（住宅・商業等）
IEC 61000-6-2（工業）

ＴＣ７７とＣＩＳＰＲの役割分担と
代表的規格



規格の種類 電磁現象 エミッション規格 イミュニティ規格

製品群・
製品規格

低周波
（9kHz
以下）

SC77A －
IEC 61000-3-2（電源高調波）

IEC 61000-3-3（電圧変動･ﾌﾘｯｶ）
－

高周波
（9kHz超）

CISPR/SC-B・D・F・I CISPR/SC-F・I
SC-B: CISPR 11（ISM装置）
SC-D: CISPR 12（自動車）

SC-F: CISPR 14-1（家電製品）
SC-I: CISPR 13（放送受信機）

SC-I: CISPR 22（情報技術装置）

SC-F: CISPR 14-2（家電製品）
SC-I: CISPR 20（放送受信機）

SC-I: CISPR 24（情報技術装置）

全周波数

製品委員会（TC22, TC65, TC69. TC82等）

SC22H: IEC 62040-2（無停電電源装置）
SC65A: IEC 61326-1（工業用プロセス計測制御）

TC69: IEC 61851-21-1（車載充電器）
TC69: IEC 61851-21-2（AC・DC充電ステーション等の充電インフラ）

TC82: IEC 62920（太陽光発電用系統連系変換器）

ＴＣ７７、ＣＩＳＰＲ及び製品ＴＣの
役割分担と代表的規格



CISPRの主な対象機器とEMC規格

エミッション規格： CISPR 11 エミッション規格： CISPR 12, 25

エミッション規格： CISPR 14-1, 15
イミュニティ規格： CISPR 14-2

エミッション規格： CISPR 13, 22
イミュニティ規格： CISPR 20, 24

SC-B SC-D

SC-F SC-I



スマートグリッドに対するTC/SC77の対応
• IEC/SG3の要請により、筆者がTC77国際議長の時（2010年12

月）に、TC/SC77で作成したEMC規格の中で、スマートグリッドに
関連する規格を抽出して提出。その情報を基にして、SG3は既存
規格に対するスマートグリッドへの関連性リストを作成

• SC77A（低周波現象に対するEMC規格を作成）は、2011年10月
にメルボルンで開催されたSC77A会議で、 2~150kHzにおける
伝導妨害波のエミッション限度値と試験法を検討するため、
CISPRとの合同タスクフォース（JTF）を設立することを要請。しか
し、TC77とCISPRで議論した結果、CISPR幹事が、SC77A/ 
WG8（電磁環境の表現）にリエゾンとして出席することになる

• SC77Aは、電力線通信でスマートメーターの信号を伝送する場
合に問題となっている、ACポートにおける2~150kHzのディファレ
ンシャルモード妨害に対するイミュニティ試験法 IEC 61000-4-19 
Ed.1.0を2014年5月に発行

• SC77B（高周波現象に対するEMC規格を作成）では、高速電力
線通信やLEDランプ等で問題になっている電源線における
150kHz～80MHzの広帯域伝導妨害波に対するイミュニティ試験
法の新規作業項目（77B/660/NP: 2011年9月）を日本から提案
し、了承。 規格番号は、IEC 61000-4-31として登録。2CD文書
77B/716/CDが2014年7月に配布。



SGへの
関連性

トピックス 関連規格 タイトル
TC/ 
SC

SGへの関連技術

核心
共通情報
モデル

IEC 61970-1
エネルギー管理システム（EMS) ｱ
ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ（API)

TC57
AMI, DA, DER, DMS, DR, 
EMS, SA, Storage

低 情報技術
ISO/IEC 
14543-2-1

情報技術－ホーム電子システム
アーキテクチュアー Part 2-1

JTC1/
SC25

Smart home

中
建物電気
設備

IEC 60364-5-
51

建物電気設備 Part 5-51 電子機器
の選定と組み立て

TC64 DER, Smart home

高 遠隔制御 IEC 60870-5-1
遠隔制御装置・システム Part 5
伝送プロトコル

TC57 DA, DMS, EMS, SA

中
太陽光発
電

IEC 60904-1
太陽光発電装置 Part 1 発電電流
－電圧特性の測定

TC82 DER, DR, Smart home

低 EMC IEC61000-3-2
EMC Part 3-2 電源高調波の限度
値

SC77A
AMI, DER, EV, Storage, 
Smart home

低 EMC IEC61000-4-1
EMC Part 4-1 IEC 61000 シリーズ
の概要

TC77
AMI, DER, EV, Storage, 
Smart home

低 EMC IEC61000-4-2
EMC Part 4-2 静電気放電イミュニ
ティ試験法

SC77B
AMI, DER, EV, Storage, 
Smart home

低 EMC
IEC61000-4-
23

EMC Part 4-23 HEMPに対する防護
装置の試験法

SC77C
AMI, DER, EV, Storage, 
Smart home

AMI: Advanced Metering Infrastructure, DA: Distribution Automation, DER: Distributed Energy Resources, 
DMS: Distribution Management System, DR: Demand Response, EMS: Energy Management System, 
SA: Substation Automation, EV: Electric Vehicle, SG: Smart Grid

SG3で作成された既存規格に対するスマート
グリッドへの関連性リスト（一部抜粋）



スマートグリッドに対するCISPRの対応

• 2011年10月に韓国のソウルで開催されたCISPR会議で、韓国
のDr. AhnがCISPRでのWGの設置を提案した結果、スマートグ
リッドに関するWG1をSC-S（運営委員会）に設置することを決定

• WG1では、スマートグリッドに接続される機器のEMC要求に関
するガイダンス文書を検討、その草案CISPR/1252/DCを作成し、
2013年7月に配布。

• 本ガイダンス文書の所掌範囲が、スマートグリッドに接続される
機器のうち、需要家が使用する発電、制御等の機器であること
がスコープに記載

• エミッション、イミュニティの両面で、既存CISPR規格、IECの共
通規格がスマートグリッドに接続される機器に適用可能なため、
それらのリストが記載

• 残された課題：①多くの既存CISPR規格が150 kHz以下の周波
数帯域（スマートグリッドとの間の通信に用いられる）を所掌して
いない、②CISPR規格は隣家に存在する放送受信機の受信障
害を防止することを前提に規定されているが、スマートグリッドで
は機器相互の距離が非常に近い場合があり、その状況に適応
できる測定設備が必要になる（自家障害への対応）



規格番号 最新版 規格名称

CISPR 11 Ed.5.1: 2010-05 工業、科学及び医療用機器‐無線周波妨害波特性
‐許容値及び測定法

CISPR 12 Ed.6.1: 2009-03 自動車、モーターボート及び点火式エンジン装置
からの妨害特性の許容値及び測定法

CISPR 13 Ed.5.0: 2009-06 音声及びテレビジョン受信機ならびに関連機器の
無線妨害波特性の許容値及び測定法

CISPR14-1 Ed.5.2: 2011-11 EMC－家庭用機器・電動工具及び類似機器に対す
る要求 －パート１：エミッション

CISPR 15 Ed.7.2: 2009-01 電気照明及び類似機器からの無線妨害波特性の許
容値及び測定法

CISPR 22 Ed.6.0: 2008-09 情報技術装置からの妨害波の許容値と測定法

CISPR 25 Ed.3.0: 2008-03 車載受信機保護のための妨害波の推奨限度値およ
び測定方法

CISPR 32 Ed.1.0: 2012-01 マルチメディア機器の妨害波

IEC61000-6-3 Ed.2.1: 2011-02 住宅、商業及び軽工業環境におけるエミッション

IEC61000-6-4 Ed.2.1: 2011-02 工業環境におけるエミッション

スマートグリッド接続機器のエミッション規格



スマートグリッド接続機器のイミュニティ規格

規格番号 最新版 規格名称

CISPR 14-2 Ed.1.2: 
2008-07

EMC－家庭用機器・電動工具及び類似機器に
対する要求－パート２：イミュニティ

IEC 61547 Ed.2.0: 
2009-06 一般用照明機器－EMCイミュニティ要求

CISPR 20 Ed.6.0: 
2006-11

音声及びテレビジョン受信機ならびに関連機
器のイミュニティの許容値及び測定法

CISPR 24 Ed.2.0: 
2010-08

情報技術装置におけるイミュニティ特性の限
度値と測定法

IEC 61000-6-1 Ed.2.0: 
2005-03

住宅、商業及び軽工業環境におけるイミュニ
ティ

IEC 61000-6-2 Ed.2.0: 
2005-01 工業環境におけるイミュニティ



講演内容

• スマートグリッドとEMC（電磁両立性）の関係

• IEC （国際電気標準会議） /SG3（スマートグ
リッド戦略グループ）の活動

• EMC規格を作成するTC77とCISPRにおける
スマートグリッドへの取り組み

• 2kHz~150kHzにおけるEMC問題

• 太陽光発電システムのエミッション規格

• 電気自動車の充電器に対するエミッション規格

• ワイヤレス電力伝送に対するエミッション規格



スマートメータ（M/441）

• 欧州委員会指令M/441は、2009年3月に制定され、 CEN（ISOに
対するEU組織）、 CENELEC (CLC)（ IECに対するEU組織）、
ETSI（ ITUに対するEU組織） によって承認。Smart Meters 
Coordination Group (SM-CG) を設立

• M/441の目的：欧州のスマートメータの相互運用性、双方向通信、
消費電力の可視化

• 通信関連標準規格に関するフェーズ1に対しては、CEN-CLC-
ETSI TR 50572:2011“Functional reference architecture 
for communications in smart metering systems”を2011年
12月に発行

• TR 50572では、既存通信規格との関連で、各種有線通信規格、
R&TTE指令（1999/5/EC）に適合した無線通信規格 (EMC and 
radio spectrum matters: ERM)、3 kHz to 148.5 kHzの周波
数を使用する電力線搬送通信規格EN 50065-1:2001等を引用

• ユースケースを検討するフェーズ２は、 SM-CG のタスクフォース
が“The guidelines for writing Smart Metering Use Cases”
を作成中



スマートメータに関するEMC問題
• CENELECのSC205A（電力線通信システム）におけるTF EMI

（電磁障害タスクフォース）が2010年4月に報告書「150kHz以下
の周波数における電気機器・システムの電磁障害」 のEd.1を作
成、また 2013年4月にEd.2 (SC205A/Sec0339/R)を作成

• 狭帯域電力線通信で信号伝送する電力量の自動メータ読み取り
器（AMR-PLC） のEMC問題（150kHz以下）を検討

• AMR-PLCが妨害源（エミッション問題）：Touch dimmer lamp
（TDL）、料理用電気ヒータ、コーヒーメーカ、洗濯機等の家電製
品、旧式の警報装置、街灯、交通信号灯等

• AMR-PLCがTDLに及ぼす影響に関しては、実験的詳細に検討
して、断続的に変動する信号に影響されることを解明

• AMR-PLCが被害者（イミュニティ問題）：家庭内の電気製品、エ
ネルギー節約ランプ、蛍光灯、無停電電源装置、太陽光発電シ
ステム、プラントの周波数変換器等

• AMR-PLCに対する電気機器のイミュニティ試験法を検討し、EN 
61000-4-16（直流から150kHzまでの伝導コモンモード妨害に対

するイミュニティ試験）をベースにして、断続的妨害波印加、伝導
ディファレンシャルモード妨害等の試験を追加することを提案



スマートメータがTDLに及ぼす影響の調査

スマートメーター
インターフェース スマートメーター

接触調光型ランプ
（TDL: Touch 
dimmer lamp）
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(a) EMCフィルタ挿入前 (b) EMCフィルタ挿入後

通信不能：8/109 通信不能：0/109

115 108

95 92

CISPR15の許容値

蛍光灯がAMR-PLCに及ぼす影響の例

スエーデンで、変電所に接続されているスマートメータ の例



2-150kHzのEMCに対するACECの対応(1)
• CENELEC/TC13（電力メータ）：2-150kHzにおける電力線の電

磁環境にスマートメータが耐えるように、SC77Aが作成したEMC
レベル（IEC 61000-2-2）を元にして、イミュニティ試験法CLC/TR 
50579:2012を2012年6月に作成

• IEC/TC22（パワーエレクトロニクス）：分散型電源等に用いられる
能動連系変換器（AIC: Active Infeed Converter)のエミッション
限度値に対して、TC13で規定したイミュニティ限度値より大きな
限度値を提案 (TS 62578: Ed.2: 22/199/CD), それを
CISPR/SC-Bが CISPR/B/536/DCとして、2012年４月に回覧

• IEC/TC13: 上記エミッション限度値では、既存のスマートメータが
誤動作するとして、2012年12月のACEC (電磁両立性諮問委員
会） Clearwater会議で審議するようにとの要望を提出。審議の
結果以下の勧告を作成し、SMBに報告 (SMB/4946/R)
勧告1212/1：TC13とTC22を含む利害関係者がバランスのとれ

た対応をとること、また、CISPRとSC77Aも見解を表明すること
勧告1212/2：全ての関係者が、最初に、EMCレベルに関する妥

協点を獲得すること
勧告1212/3：勧告1212/2が確立する前には、いかなるエミッショ

ン限度値も議論しないこと



2-150kHzのEMCに対するACECの対応(2)
• TC22は22/199/CD に対するACEC Clearwater会議の勧告を

考慮して、「推奨エミッション限度値」を「最大エミッション値に対す
る設計推奨」に変更するとともに、その設計推奨値を僅か減少し
た文書22/211A/DTSを2013年3月に発行

• 2013年6月に開催されたACEC Geneva会議で審議され、以下
の勧告を作成してSMBに報告した (SMB/5099/R)
勧告1306/4 ： ACECは、 SC77A/WG8は両立性レベルを作成

する中心のWGとして認識。 2013年秋までに、コンセンサスを構
築するための行動計画を作成することをSC77A/WG8に勧告。
勧告1306/5 ：22/211A/DTSが承認されても、SC77A/WG8で作

成された両立性レベルを用いてEMC委員会がエミッション限度値
を確立する前に、TC22は、22/211A/DTS を国際規格に変更す
るプロセスをスタートさせるべきではない。
勧告1306/6：暫定的解決案を提示。(a) 22/211A/DTSで規定さ

れた設計ガイドラインの適合性は、すべての場合にEMCを達成
しているとは限らない。(b) EMC委員会がガイドラインの値を改訂
する可能性があることを、電力変換器メーカは注意すべき。(c)両
立性レベルは、2014-2015の間に確立されることが期待される



2-150kHzのEMCに対するSC77Aの対応(1)
• TC22は22/199/CD に対するACEC Clearwater会議の勧告を

考慮して、「推奨エミッション限度値」を「最大エミッション値に対す
る設計推奨」に変更するとともに、その設計推奨値を僅か減少し
た文書22/211A/DTSを2013年3月に発行

• 2013年2月開催のSC77A/WG8会議：文書22/211A/DTSに対し
て審議し、その結果を77A/820/INFとして2013年5月に発行し、
以下の諸点を勧告
①22/211A/DTSに関しては、(a) TC22で収集したパワーエレク

トロニクス業界の最新技術情報は、両立性レベルを検討している
EMC委員会（TC77とCISPR）と設置に関するEMC条件を検討し
ているTC64に直接提供すべきである、(b) 22/211A/DTSには問
題となる記述が存在するが、それらを将来のIEC 62578には含
めるべきではない
②22/211A/DTSの全部または一部をTRに移行するか、または、

エミッション限度値に直接的または間接的に関連する事項を削除
すれば、関係する組織（IEC TC13, IEC TC57, IEC ACTAD, 
CENELEC SC205A等）は歓迎するかもしれない 。
③EMC委員会は、(a) ACEC勧告に沿ったSC77A/WG8のアプ

ローチを支援すべき、(b) 全ての関係組織の参加を促進すべき



規格番号 規格名称

IEC 61000-2-2 一般低電圧電力系統における低周波伝導性の
妨害及び信号に適用する両立性レベル

IEC 61000-2-12 一般中電圧電力系統における低周波伝導妨害
及び配電線搬送信号に対する両立性レベル

IEC 61000-2-4 産業プラントにおける低周波伝導性妨害に対す
る両立性レベル

2-150kHzのEMCに対するSC77Aの対応(2)

• 両立性レベルに関して2-150kHzのギャップを埋めるために改訂
しなければならない規格

• これらの改訂が第一優先の課題、2014年までの実施を目標

SC77Aオタワ総会（2013年9月開催）でのSC77A/WG8
コンビーナの報告（77A/825/INF）



規格番号 規格名称

IEC/TR 61000-3-6 中圧・高圧電力系統に接続される機器に対する高調波電
流発生限度値の評価法

IEC/TR 61000-3-7 中圧・高圧電力系統に接続される機器に対する電圧変化，
電圧揺動及びフリッカの限度値の評価法

IEC/TR 61000-3-13 MV, HV及びEHV電力系統において不平衡設備を接続す
る場合のエミッション限度値の評価

IEC/TR 61000-3-14 低電圧電力系統において妨害を発生する設備を接続す
る場合のエミッション限度値の評価

2-150kHzのEMCに対するSC77Aの対応(3)
SC77Aオタワ総会（2013年9月開催）でのSC77A/WG8
コンビーナの報告（77A/825/INF）

• 分散電源とスマートグリッドでの運用に対する影響を考慮し、か
つ2-150kHzのギャップを埋めるために改訂しなければならない
エミッション限度値に関する規格

• これらの改訂が第二優先の課題、2015年までの実施を目標



講演内容

• スマートグリッドとEMC（電磁両立性）の関係

• IEC （国際電気標準会議） /SG3（スマートグ
リッド戦略グループ）の活動

• EMC規格を作成するTC77とCISPRにおける
スマートグリッドへの取り組み

• 2kHz~150kHzにおけるEMC問題

• 太陽光発電システムのエミッション規格

• 電気自動車の充電器に対するエミッション規格

• ワイヤレス電力伝送に対するエミッション規格



太陽光発電システムのエミッション規格
に対するCISPR/Bでの検討経緯

• 2005年ケープタウン会議：CISPR/B/WG2コンビーナの
故富田氏（電力中央研究所）がGCPC（系統連系パ
ワーコンディショナー）の規格化の必要性を提起

• 2008年大阪会議：B/WG1に日本の井上氏（電気安全
環境研究所）をリーダーとするMT（メンテナンスチーム）
-GCPCを設置することを決定

• 2008年以降：産業界（電機工業会とその会員企業）・学
界（東京都市大学・首都大学東京）・行政（総務省・経済
産省・NEDO）の協調によりプロジェクト推進

• GCPCのDCポートにおける伝導妨害波の許容値と測
定法に関する文書CIS/B/594/CDV（20kVA以下）及び
CIS/B/595/CDV（20kVA超）を2014年1月に配布し、6
月に両方とも文書CIS/B/611A/RVC（20kVA以下）及び
CIS/B/610A/RVC（20kVA超）で了承
目標：2015年までに国際規格化を目指す 36



分電盤

放射妨害波

太陽電池

電力計

パワーコンバーター
（妨害波源）

PWMパルス列

正弦波

ノイズ

02/21

太陽光発電システムからの電磁妨害波
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太陽光発電用GCPCのDCポートにおけ
る伝導エミッション許容値
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講演内容

• スマートグリッドとEMC（電磁両立性）の関係

• IEC （国際電気標準会議） /SG3（スマートグ
リッド戦略グループ）の活動

• EMC規格を作成するTC77とCISPRにおける
スマートグリッドへの取り組み

• 2kHz~150kHzにおけるEMC問題

• 太陽光発電システムのエミッション規格

• 電気自動車の充電器に対するエミッション規格

• ワイヤレス電力伝送に対するエミッション規格



電気自動車用急速充電システム CHAdeMO
・ 全ての車両がそれぞれにとっての最適な急速充電が

できる方法を実現するため、2010年3月にCHAdeMO
（チャデモ）協議会を設立。本部が日本、世界26各国に
430以上の組織が加盟。2014年3月時点で、全世界で
3543か所にCHAdeMO充電器が設置。

・ “CHAdeMO” は当協議会が標準規格として提案する
急速充電器の商標名で、「CHArge de MOve = 動く，
進むためのチャージ」，「de = 電気」，また「クルマの充
電中にお茶でもいかがですか」の３つの意味を含む

・ 協議会では、CHAdeMOプロトコルと呼称される直流
充電方式を開発し標準仕様書を作成。また、会員が作
製した充電器の標準仕様書への適合性を確認するた
めの検定スキームを確立し、検定機関と共同で運営。

・ CHAdeMO仕様書1.0版を元に、 2012年9月にJIS TS 
D0007 （電気自動車用急速充電の基本性能）を発行。
EMC性能（エミッション）を規定した付属書Aが存在。



CHAdeMOによる自動車の充電風景
オランダのアムステルダム



CHAdeMOプロトコルの概要

CAN: Controller Area Network

ECU: Electronic Control Unit



TC69にける電気自動車用充電器のEMC規格
規格 概要

IEC 61851-21-1
Ed.1.0
69/266A/CD: 2013/11

車載充電器のEMC規格: IEC 61000-3, -
4シリーズ等の他にCISPR12, ISO 1145-
2等の自動車規格も引用される予定

IEC 61851-21-2
Ed.1.0
69/283/CD: 2014/02

AC及びDC充電ステーション等の充電イ
ンフラのEMC規格: ワイヤレス充電も含ま
れる。IEC 61000-3, -4シリーズ等の他に
CISPR11等が引用される予定

IEC 61851-23
Ed.1.0
IS発行: 2014/03

DC充電ステーションの製品規格: 電流
リップル試験等が含まれる
付属書AA（CHAdeMOをベースにした日
本提案)。付属書BB（中国提案）。付属書
CC（ドイツ・米国提案）

IEC 61980-1 Ed.1.0
69/256/CDV: 2013/11

ワイヤレス充電器の製品規格: EMCと
EMF（人体防護）が含まれる予定。



講演内容

• スマートグリッドとEMC（電磁両立性）の関係

• IEC （国際電気標準会議） /SG3（スマートグ
リッド戦略グループ）の活動

• EMC規格を作成するTC77とCISPRにおける
スマートグリッドへの取り組み

• 2kHz~150kHzにおけるEMC問題

• 太陽光発電システムのエミッション規格

• 電気自動車の充電器に対するエミッション規格

• ワイヤレス電力伝送に対するエミッション規格



ワイヤレス電力伝送に対する総務省の対応(1)
・ 「電波有効利用の促進に関する検討会」の報告書（平成24年12

月）：家電製品や電気自動車等において、無線技術により迅速
かつ容易に充電することを可能とするため、平成２７年を目途に
官民連携の下、ワイヤレス電力伝送（WPT: Wireless Power 
Transfer）システムを実用化していくことが盛り込まれた

・ 情報通信審議会 情報通信技術分科会 電波利用環境委員会
（第１１回：平成25年6月開催）：ワイヤレス電力伝送システムか
ら放射される漏えい電波の許容値及び測定法等の技術的条件
を検討するため、ワイヤレス電力伝送作業班 （主任：福地首都
大学東京教授）を設置。平成26年7月の答申予定が、延期

・ 検討項目：①対象とするワイヤレス電力伝送システムの選定、
②使用する周波数帯域の検討、③ワイヤレス電力伝送システム
から放射される漏えい電波の許容値及び測定法の検討、④漏え
い電波低減技術の効果の検証、⑤無線利用との共存可能性及
び共存条件の検討、⑥漏えい電波に係わる安全装置の検討、
⑦電波防護指針への適合、⑧国際規格等の国際整合性の検討、
⑨その他関連する事項



対象WPT 電気自動車用WPT 家電機器用WPT①
(モバイル機器)

家電機器用WPT②
(家庭・オフィス機器)

家電機器用WPT③
(モバイル機器)

電力伝送方式 磁界結合方式（電磁誘導方式、磁界共鳴方式） 電界結合方式

伝送電力 ～3kW程度
（最大7.7kW）

数W～100W程度 数W～1.5kW ～100W程度

使用周波数

42kHz～48kHz
52kHz～58kHz
79kHz～90kHz
140.91kHz～

148.5kHz

6765kHz～
6795kHz

20.05kHz～38kHz
42kHz～58kHz

62kHz～100kHz

425kHz～
524kHz

送受電距離 0～30cm程度 0～30cm程度 0～10cm程度 0～1cm程度

ワイヤレス電力伝送に対する総務省の対応(2)

ワイヤレス伝送作業班での検討対象WPT

WPT: Wireless Power Transfer: 無線電力伝送



蓄電池
電力
供給
装置

電力受
電装置

結合器 or
共鳴器

PHEV/EV

ワイヤレス電力伝送に対する総務省の対応(3)

電気自動車用WPTの構成

PHEV/EV: Plug-in Hybrid Electric Vehicle / Electric Vehicle
送電部

受電部



ワイヤレス電力伝送に対するCISPRの対応

• 2013年9月開催のCISPRオタワ会議：
①CISPR総会：「ワイヤレス電力伝送（WPT)に関する妨害波

規格の制定を速やかに推進していくべきである」との提案
を日本から行い、合意される

②SC-B会議：日本の久保田氏をリーダとするTFを設立、
自動車のWPTに対するEMC要件のCISPR11導入につい
ては、グループ２の定義の補充として進めることを確認

③SC-F会議：オランダのBeeckman氏をリーダとするTFを設立,
IH（誘導加熱）調理器をベースにした磁界結合方式を
家電機器に適用することを主体に検討

④SC-I会議：米国のArthurs氏をリーダとするTFを設立、
マルチメディア機器のWPTを検討

・ 総務省の電波利用環境委員会：CISPRオタワ会議で設立された
WPTに関するTFに対応するため、WPT作業班とは別に、B作業
班、F作業班及びI作業班に、WPTアドホックグループを設立
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ご静聴ありがとうございました !!



ＥＭＣ規格の種類（１）

• 基本規格 ：用語、電磁環境分類、ＥＭＣレベル
の仕様、電磁エミッション・イミュニティの一般的
要求事項、共通的測定・試験法などを規定

• 共通規格 ：住宅、商業、工業等の特定の環境
において、全ての製品を対象にした電磁エミッ
ション・イミュニティに関する限度値を規定

• 製品群規格 ：情報技術装置、家電機器等の特
定の製品群に関して、製品群固有の試験法及
び限度値を規定

• 製品規格 ：特定の製品に関する固有の試験法
及び限度値を規定



ＥＭＣ規格の種類（２）

• 基本規格 ：共通規格および製品群・製品規格
に参照されることを前提、従って、基本規格は
、特定の環境とか製品に対する限度値を一意
的に規定するものではなく、それらに対する基
本的な考え方を規定、また、試験法に関しても
全ての製品に共通的に使用される基本的事項
のみを規定

• 共通規格 ：製品群・製品規格が存在する場合
は、それらの規格が優先、試験法に関しては
基本規格を引用することによってカバー



製品

環境

Ａ
（コンピュータ）

Ｂ
（電話機）

Ｃ
（ＴＶ）

１（住宅環境）

２（商業環境）

３（工業環境）

Ａ
（コンピュータ）

Ｂ
（電話機）

Ｃ
（ＴＶ）

１（住宅環境） 全製品

２（商業環境） 全製品

３（工業環境） 全製品

(a) 製品と環境の全ての組み合わせ

(b) EMC共通規格

(c) EMC製品群・製品規格

EMC製品群規格

EMC製品規格

共通規格と製品群・製品規格の関係



UPS：無停電電源装置

カードリーダ
シールド筐体

シールド鋼板UPS：無停電電源装置

カードリーダ
シールド筐体

シールド鋼板

シールド対策前 シールド対策後

動作周波数
15.6kHz

動作周波数8kHz

第１次高調波が影響

無停電電源装置による磁気カードリーダ
の障害とその対策

150kHz以下の周波数におけるスマートメーター以外の例：

日本のＮＴＴでの障害事例


